
1

雷
区。

＝

ー

環

I；
、

効、 詞
か
Ｉ
、
溌
鍵
．
、 III

＄

I

“
ワ

』〆

1．
Q e

L 矛

左

，x
9

口

■

し

〆

0

Ｌ

、
厚

急=寅蓋
＝

蕊
＝

§
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｆ
Ｉ
筋
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｆ
Ｉ
別
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｒ
ｌ

＝
夢一

廷 一
可

～

一

Ｉ
ｑ
０
１
Ｉ
Ｉ
１
１
８
Ｉ
Ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
１
ｌ
０
０
１
ｊ
Ｏ
４
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｔ
，
’
１
１
０
４
１
１
Ｊ

海

0

二 F 一

謹塗

－ －－ 今 哩

布田保之助翁肖像



蕊

…

食課 門丸

蕊
凸

写、一

吟〈悪 ｡

常 野!宝吾
… 圭一ざ･ｨ竺旦二言._巴一画;瑳阜凹考言

l
凸

。

罫上
1J

ノ
■ 凸

11
q”

唾

一 百

L●夫
＝ 一 一

〆

蕪
U

亘

幸

旬

蕊
三石一9

這司

旬

０
１

‐
１
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
Ⅱ
‐
‐
‐
‐
１
，
１
１
‐
１
１
１
１
１
１
１
１
１
．
１
１
１
１
」
‐
‐
‐
ｄ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
・
ｒ
Ｉ
ｉ
‐
１
１
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ｌ
１
も
‐
，
ｌ
ｑ
‐
４
‐
１
１
，
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‐
“
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
１
１
‐
．
‐
！
‐
，
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｔ
０
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｈ
ｌ
ｌ
‐
１
‐
‐
’
４
１
１
ｉ
‐
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、
；
‐
‐
・
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｊ
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
１
１
１
１
１
１
１
卜
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
γ
Ｉ
：
１
１
１
１
１
１
１
‐
↑
‐
‐
‐
‐
Ｌ
，
‐
」
１
才
」
＆
‐
ｉ
ｌ
ｊ
ｐ
‐
ｌ
ｌ
ｒ
Ｆ
ｌ

、、

壁

愚

写

＝

一

！

ぺ
筐
喋
紀
鼎
高
誼
例
『
酎
雪
ざ
功
当
到
雲

一

、

垂悪

0

一

、

空

ムマ ー

§
易

弓窪

油&季

に承霞
ヘ

Q

垂

琴
へ

|通潤橋」名前の山来

j血|剛喬は)11初は、「吹上台||R踊間とll乎ばれていたが、肥後滞人輔丁であった
｜剛年源之助」か「易損圭|､f｣':伝一にある「澤在||｜|､ゞ此斌'一通潤娩'*i'1: j､L |'地（サ
ヮハサンカニアリ、ノノキウエニツウズ ウルオイハ 、ノウモク ヒヤクブヅニ

オヨブ）｜という文車力､ら採択、｜迪淵楠｜と命f1した｡



2002年(平成14年)改修時 3本の通水管が見える

I 『1糸台地を潤し続けて来た通潤桶
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祝 辞

熊本1"ll 'j; 潮谷 蕊･子

このたび、通潤橋架橋150間年を迎えられ、この記念すべき年に架

橋最大の功労藷である布l11保之肋の功絞や、迩澗橘架楠の技術･ il li修

の歴史を一つにまとめ、後世に残し伝えるために本記念誌を光l:llされ

ることは、大変意義の深いこととお轡び申し上げます。

150年前、惣庄崖布田保之肋の郷-kを思う熱意、種11l祈工の先進の

技術、多くの村人の労を僻しまない協力により完成した迪潤楠は、今

I |に至るまで地域の大切な水路橘として白糸台地を潤し、地域の米作

りを支えてまいりました。また迦潤橘は、瀧概のための通水符をとお

す橋であり、美しいアーチを拙く独特な石ﾎllみをｲ-iすることから、技

術史 文化史上興砿な建造物として認められ、昭和35年に|亜|の砿要文

化財に脂定されています。

熊本県では、平成l]年度から14.年度にかけて、この郷土の人切な煙i貿である辿洲橋を後11 1:に')lき

継ぐことをH的に、漏水防止の#ili修工噸をｲjう一方、布|:ll保之肋が迦澗楠を雄!没した絲絲や、リILIﾉ､l

各地に残る布橘の文化を伝える辿潤楠箇料餅を建設しました。これからも、通洲楠をはじめとする

地域の歴史遺産を、観光振興や地域振興に活かしてまいりたいと考えております。

また、通淵橘150周年記念碑の「通潤魂」という文字は、私が帯かせていただきましたが、この

i号葉には、峨かな心で、勤労の嵩びを知り、創造の喜びを求め、イくﾙ11の粘#IIIを暗うこと」という葱

1床が込められていると伺いました。イIJ III保之肋の地元への想い、たゆまぬ努力を表すこの「山IM魂」

の理念もまた、通淵糯とともに後世に伝えていくべきものと思います。この,氾念碑を御随になる多

くのﾉﾗ々が「旭潤魂」という1令柴の怠味をfllり、辿潤橘に対する理解と愛満を深めていただければ

と思っています。

平成16年8)lに'擬太子殿ドが来熊され、通潤橋の放水の様子を御視察されました。|'1糸台地にii

む人々に水をll;iけようという布H-|保之助の熱い想いと、イi工達の優れた技術と［大の糸i'i l'ii'1である迦

淵橋は私ども熊本県民にとっての誇りであり、150年という節|1のイドに、今なお膿梁川水施1没とし

て活川されている皿潤橘を殿ドに御覧いただいたことを、光栄に思っております。

本誌発刊にあたり、これまで迦潤桶の維持構旦'1に携わってこられた通洲地IX I.地改良区の告様ﾉuj

の長年の御尽力に敬意を表しますとともに、関係行の皆様1tびに地沁の皆様方のさらなる発股を祈
念しまして、御挨拶といたします。

､|z成l6frl2川I'il l



記念誌刊行のことば

矢部|町長 甲斐 利幸

肌':'1150イドに|耐えて、通澗橘はILI糸台地の草木百物を潤した。

lllどケ滝川を跨ぐシャープな幾何学的姿は現実に堅牢で重厚さは

すっかり｝!11 1ji:Iに溶け込み熔絲凝灰岩という材箇は温かみもあり布田翁

のWi'i III Iを兇'I『に典ﾙlしている。

辿洲川水路の壮大な企lllliが江戸の末とはいえ封建制の色尚残る時代

に火現したことにあらためて驚きを覚えるとともに、この成功が布田

翁の人Ⅲ|‘l畠にも大きく|火Iるものであると評11iiしている。

しかもllifの為政諸として民を思い一途にひたすらに情熱と精魂を傾

けたことが1兆l係する郡代と締を動かしたことになり、又布田翁の人と

窪蕊
川

なりを彼群がi!;噸したものと.芽える。

史に腿も共鴫共振したことにより事業が成功したものである。為政者は、民の豊かさを求めるも

のである。

蝿の',側かさは腿の､湖11にも通ずる。民に豊かさを求めるため色々な事業を進めるがその結果が通

洲橘ほど鯲噸である例も珍しい。

迦澗橘150周ｲ1宝に係る色々な難事にとりくんで来たがその中で古い資料のなかから新しい事実が

あぶり||'されたりした。それからは、先人の偉大な人間像に関するものが多い。

あらためて温政刷新の思いを熱くして矢部|{|]､の将来を夢多きものにしたいと考えている。通潤橋

150年にあたりこの度記念i誌を発刊することとなったが、我がII].の誇るべき通潤橋が姿、形だけで

なくこれに象徴される、矢部の民の精神風土の素晴らしさを後々にも語り伝える媒体ともなればと

期待している。

平成16年12月吉日

』



記念誌刊行にあたって

迩潤地lえk地改良|ﾒﾐIII! '|;.|を 本田 ｜場一

「棚田を潤して150年通澗楠in2 004」本年7月291_1 1 50{I棚に迩淵

橋を渡った水が初めて円糸台地に届いたHとして記念すべきI~|を迎え

る事となりました。

150年の風雪に耐え今尚、建造された当時のままの姿でl l"l'1糸台

地に水を送り続けた迦澗橘とこの一大事業を成し遂げた布出保之助翁

の偉業に対し私たち水 ド上も一l ':1は改めて深く感謝の心を捧げる秤いを

しました。特にl玉Iの重要文化Mｲ．として、指定を受けて以来迩淵桶を観

光として、又研修など様々な思いを持って、訪れる人々の数は年々州

しつつあるように思えます。而聞は一児にしかず。人々は蒙快な放ﾉlく

を見て、又雄大な石砿みの婆にふれて大方通潤橋を理解出来たと|《1分

に言い聞かせる人も少なくないのではないでしょうか。

~岸・胴

油

地元に暮らす私たちにしても、迦洲橋の真の姿にふれる機会はそれ朧に多いi沢ではありません。

たしかに、通潤橘の朧史については交々と先人達によりロマンに流れるi荊に交えて伝承され、それ

なりの説明がなされてもきました。思い様によれば150年は、それほど速い背のことでもありませ

ん。しかしながらこの様な大きな石橋を当時は、現代のように文'ﾘlの利器がなかった時代にどのよ

うに建造出来たのであろうかと云う素朴な問いにも即答を求められるとノi惑いが生れます。この度

偶然とは云え、通淵橘光成150年を迎えるに当たり私達の'眼前にいかにも眩しいばかりの逸11111、雌
史的贈り物とも云える「'櫛手新ﾉ|手記録」が提示されたのであります。これにより迪潤橋建設当時

の詳細が一挙にWIらかにされる蛎となりました。通潤桶の建造が》I1 IIｷいかに技術的|股界を超えて水

蹄の課題を山械していたことか、そしてこの成功へ向けた足どりがいかに､'1 llfの社会的政治的制約
に対して蒋慮を要する!↓fであったのか布田保之助ならではの創造'性不ﾙII性が輝きを放ったところで

‐ﾁ･［‘力・みん

あり、この南手新ﾉ1手記録との出会いは、私達、水下民にとっても側蠣的な川会いとなりました。
いきなり』｣1II寺の時代へと')|き灰された思いであり、歴史のロマンスとは常にその翼実に迫るところ

にあるように思えます。
今、私達の位世はその扉の前でありその全貌に至るにはまだ道は遥かなものかも知れません。今

,!!'本誌の細集を1'1,11された方々は、全て地元育ちの方々であり生れたllfから辿潤橘と共に生きそし
てそれぞれに佃’|＃|令を'幹きいかれたﾉﾂ々であります。とは云え地元で'''らの力で記念誌をと参集した

Ifli々は物書き等の絲1険のない集まりであり恐らくlli米合いは「雑木林」の様にならざるを得ないだ
ろうと想像したものです。lll米の拙劣さを恐れず一人ひとりが1:l_!い下になろうと南手ﾉ|州に関わる
ﾉﾋきた体験I記もそれぞれに又寄柵敷きました。本誌の綿渠は、まさにそれらの方々の熱意溢れる好
,極の絲采であり迎淵'怖150周ｲﾄのIIf代に'1量き合わせた人々の次のlll:代に対する心からのメッセージ
となる幅を祈念するものであります。雌後に、次の肌い手III星代ともなる'''糸節一小'渕交のx人の児
竜ﾉI記徒の心のこもった布:柵を敷いた!l『で、本誌が更にﾊ典巻にくくれる!|＃を心からお礼をlll l:げます

、|え成I641212ノl 1!il l


